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英語の諺におけるoneの用法  
藤 原 保 明  
まえがき  
「諺」（proverbs）は一般に比較的短い，独立した単一の文から成り，文法な  
いしは意味上の情報を他の独立した文に依存することはない。それゆえ，諺に  
はかなり強い言語上の制約が課されていることが想定される。この制約は，語  
が諺の中で占める位置や語の範疇や機能によ っても異なる可能性がある。それ  
ゆえ，本稿では英語の諺の冒頭に生じるoneに対象を限定し，Oneが範幡と機  
能によってどのような特徴を示すかについて考察したい。なお，諺の冒頭のone  
はaman／men／manと交替することがあることから，本稿ではこれらの名詞  
（句）で始まる諺も分析対象に含めることにする。   
諺は，たとえばNODE（1998：1492－3）によると，lashortpithysayingin  
generaluse，Statingageneraltruthorpieceofadvice．’と定義されている  
が，‘short’，‘pithy’，‘general1のような程度に差がある形容詞をいくつも  
用いていることから，この定義に従って諺という対象を厳密に絞り込むことは  
国難である。一方，WD（2005：1215）は諺を‘awell－knownphraseorsen－  
tencethatgivesadviceorsayssomethingthatisgeneral1ytrue，fbrexam－  
ple‘Waste not，Want nOt：と定義していて，NODEより明確になっている  
が．．welトknown’によって包含される範囲を画定することはむずかしい。   
諺は，英語に限った場合でも，時代，方言， 使用域（register）などによっ  
て異なる可能性がある。本稿の目的は英語の諺を言語学的鯛点から分析し，一  
般的な特徴を掟示することにあることから，網羅的であることよりも概要の把  
握に重点を置きたい。それゆえ，今回は諺の厳密な定義に深入りせず，特定の  
諺辞典から抽出された該当例を分析することとする。英語の諺の辞典はこれま  
で数点が刊行されているが，Tilley（1950）は16，17世紀の英語の諺に限定して  
いること，Evans（1970）やSpeake（2003）は規模が小さすぎることから，いず  
れも本研究で依拠するには適切ではない。一方，Wilson（1970）は例が塵富で   
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さまざまな情報が盛り込まれていることもあり，本稿ではこれを典拠とした。  
もっとも，大塚・高瀬（1976）は類書の申では比較的新しく，例と情報量が多い  
ことから，必要に応じて参照した。とりわけ，本稿の引用例の日本語訳は全面  
的にこの辞則こ依拠した。もっとも，本稿でWilson（1970）と大塚・高瀬（1976）  
に収録されている例をすべて分析の対象としたわけではない。たとえば，（1）  
のような－一種の娩曲表現は諺のごく一般的な定義にも合致しないこと，および，  
該当例は2例にすぎないことから，分析対象から除外することにした。  
（1）a．Oneofmyaunts／cousins「おばさんの＾人（prostituteのこと）」  
b．onewhomthebrewer，shorsehasbit．  
「酒屋の馬が噛んだ人（drunkardのこと）」   
一方，諺の一部に異形が用いられる（2）のような例は少なくないが，異形が  
趣旨の全く異なる諺を生じない限り，同→の諺とみなした。  
（2）a．Onedeceit／fhlsehooddrivesoutanother．  
「一つの嘘はもうー一・一日u・つの嘘を押し出す。」  
b．Oneknavewillfhvour／seeks outanother．  
「悪党は悪党に興味を示す。」  
C．Onepairofheels／1egs倫etis（often／sometimes）worthtwopairof  
hands．「一一対の踵は二対の手に値する。」   
本稿では，Oneを独立用法と非独立用法に区別する。この理由は，前者のone  
には名詞，代名詞という範疇の区別とone，sという限定用法があるが，後者に  
は限定用法しかなく，意味上も数字の1に対応するものに限られるという明確  
な区別があるからである。  
Ⅰ．非独立用法のone  
Oneが主要語（heads）を必要とする非独立の限定詞として用いられている諺  
は104例ある。これらの諺は，成立時期からすると16世紀と17世紀に由来する  
ものが圧倒的に多く，77例を占めていて，12，13，15，20世紀のものが各1例，12  
世紀が2例，14世紀が5例，19世紀が7例，柑世紀が10例となっている。中英  
語期に由来する9例のうち，在来のものは6例のみであり，他の4例はギリシ  
ア語またはラテン語起源のものである。16世紀の40例の諺にはギリシア語やラ  
テン語の諺6例に加えてフランス語起源のものも1例含まれているが，興味深  
いことに，17世紀以降は外来起源の諺は，スペイン語とドイツ語起源のもの各   
炎語のi捌こおけるoneの川は  15  
1例以外は一切糊いられていない。これにはラテン語の文献の影響力低下が探  
く関わっている可能性がある。すなわち，ローマ教会から分離独立したイギリ  
ス国教会が1534勺㍉こ設置された後，宗教改革が実施され，ヘブライ語原典から  
の聖書の翻訳などにより，ラテン語訳の聖昏やラテン語の文献に対する依存度  
が低Fしたことが背旗にあると一削っれる。ちなみに，Oneのみならず，aman／  
men／manで始まる諺の場合でも，16，17世紀に成立したものが圧倒的に多い  
のは，Tilleyが収集した膨大な蛍の諺が典拠の一一つとなっているからであろう。   
非独立月ヨ法のoneで始まる諺について言語上興味深いのは，■one－anOther’  
という型を形成する場合が43例あり，しかも，このうちanotherが諺の末尾  
に位置するのは2締りもあること，および，その他のほとんどの例はoneと他  
の数詞が対比される形式になっていることである。‘One－anOther’型とは対  
照一期こ，Oneがotherと対比される‘one一七heother’型の例は全く生じない。  
Oneは青英語や中英譜においてすでにotherと対比して用いられていること  
から，この点は検討に値する（Rissanen1967：92M97）（〕Oneが他の数詞と共  
する場合，数詞の隼起にはかなり強い制約があることから，この点についても  
検討したい。  
l．l．0ne－anOther型   
非独立相法のoneがanotherと対比される例は43桓lも用いられていること  
から，興味深いし一般化が可髄となるかも知れない。取初に，anOtherで諺が終  
了する（3）のような場合は43例中28例を占める。  
（3）a．Onebusinessbreedsanother．「仕糾ま仕事を生む。」  
b．Onekindnessisthepriceofanother．  
「甲の親切は乙の親切を得るためめ代価である。」  
c．Onemisfbrtunecomesontheneckofanothen  
「不幸は糀を接してやって来る。」  
‘One－anOther’捜の場合，anO七herは所有格になる（4a）の．－－一例と，後続の  
名詞が所有格となる（4b，C）のような3例を除いて，次に名詞を従えない代名詞  
の独立川法に限られ，しかも諺はanotherで終了していて，一one－anOther’  
という一種の枠構造が成立している。  
（4）a．Onecrowneverpullsoutanother，seyes．  
「鳥同上は相手の目をえぐを）取ることをしない。」  
b．Oneman，sbreathisanotherman，sdeath．  
「甲の生は乙の死である。」   
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c．Oneman’smeaLt，isan0therman’spoISOn．  
「ある人々には食物であるものも他の人々には毒である。」   
次に，anOtherで終る（3）のような28例の諺は4～8語（平均5．04語）から成  
る短い諺となっているのに対して，anOtherで終らない（5）のような15例の諺  
は比較的数が少なく，また，7～13語（平均9．80語）から成る長い諺となってい  
る。ちなみに，（3）のような諺が比較的短い原因は，単一の節から成ること，  
および，（3a）のようにan0therが述語動詞の目的語となっている例が多いか  
らであろう。【－・方，anO七herを含む諺が長くなるのは，（5）のように諺が二つ  
の節から成ることが主な原図と思われるが，詳郷は（9）の例について考察する  
際に明らかにしたい。  
（5）a．Onebarbershavesnotsoclosebutanotherfindswork．  
「一人の床尾がどんなにつるつるに剃っても別の床屋がさらに手を  
加えて剃る余地はあるものである。」  
b．Onemanmaystealahorse，Whileanothermaynotlookoverthe  
hedge．「乙は生垣越しに見ることさえできないのに甲は馬を盗むこ  
とさえできる。」  
c．Onethingthinksthebear，andanotherhethatleadshim・  
「熊の思う事と熊を引く者の思う事は別である。」   
詩の場合，胡を踏ませリズムを整えることによって，読者や聞き手の感覚や  
感情に訴え，記憶に残りやすくする試みがなされているが，諺の場合にもこの  
ような工夫がなされているであろうか。このような意匠が諺に込められている  
か否かを確認するために，まず，同じ子音で始まる語が2～3含まれ，したが  
って頭韻が実現していると思われる（6）のような9例について検討してみた。  
その結果，頭子音が同一となっている2語のいずれかが他の語と置き換えられ，  
頭韻が成立しなくなる（6a，C）のような例がいくつもあること，さらには，東予  
音が一致する語が3つ含まれる場合は叫一一例にすぎないことが明らかとなった。  
これらの事実を考慮すると，（6）のような例では頭子音は偶然一致しているに  
すぎず，頭韻は意図的ではないと判断できる。  
（6）a．Onebitdrawsdown／onanother．トーロはもう一［］を招く。」  
b．Onemanmaystealahorse，Whileanothermaynotlookoverthe  
hedge．「乙ほ生垣越しに見ることさえできないのに甲は馬を盗むこ  
とさえできる。」  
c．Onetale／storyisgooduntilanotherbetold几eard．   
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「甲の話は乙の話が語られないうちは立派である。」   
次に，‘one－anOther’型の諺をリズムの面から考察してみる。今回はこの  
型の諺の中で最も短くて頻度数の高い4語と5語から成る22例と6語から成る  
4例について分析してみる。最初に，4語の場合，言語上の主強勢がリズム上  
の強音部を占め，弱強2詩脚のリズムが形成される（7a，b）のような諺は3例  
のみであり，他の（7c，d）のような6例では，たとえ言語上の主強勢を韻律上  
の弱音に降格させるという解釈を施しても，規則的な弱強2詩脚のリズムは形  
成されないことが明らかとなった。  
（7）a．Oneb象rbertrfms an6ther．「甲の床屋（＝外科医）は乙の床屋（の  
ひげ）を（撫科で）刈り込む。」  
b．Onef丘neralm畠kesan6ther．「葬式は一度あるともう一度ある。」  
c．Onef払1pr丘isesan6ther．「馬鹿は馬鹿をほめる。」  
d．Oneknifewh6tsan6ther．「ナイフがナイフを磨く。」   
次に，5語から成る13例の場合，一般に語数が多くなるとリズムを調整しや  
すくなると思われるが，実際には，言語強勢のままで弱強5詩脚のリズム型を  
形成しているのは（8a）の1例のみである。強勢の調整を行なうと弱強5詩脚  
が実現できるのは（8b）を含め7例あるが，他の4例では，（8c）のようにきれい  
なリズムは形成されない。  
（8）a．One mdle does scr11b an6therl「甲のらばが乙のらばをこする。→  
互いにへつらう／友人の好意には報いなければならない。」  
b．Oneg60dtdrndes6rveSan6therl「甲の善行は乙の善行に値する。」  
c．One dec6itdrives outan6therl  
「一つの嘘はもう一つの嘘を押し出す。」   
さらに，6語から成る4例の場合，強勢の調整を施すと弱強4詩脚が形成さ  
れる2例と，このような調整を許さない2例に分かれる。これらの分析結果を  
総合すると，4～6譜から成る諺には明確なリズムを形成させようとする意図  
は強くなかったといえよう。   
次に，anOtherが諺の末尾に生じない（9）のような15例について考察したい。  
上述のとおり，これらの諺は‘one－anOther’型の諺の倍近い語数から成るこ  
とから，その原因を明らかにしておかねばならない。第一一に，（9a，b）のよう  
に，anOtherが主語または動詞の目的語のいずれであるにせよ，諺が二つの節  
から成る場合が半数以上の8例を占めることから，必然的に諺全体が長くなる  
と考えられる。次に，主語と述語全体が対比される（9c，d）のような例や，One   
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とanotherを含む句が対比される（9e）のような例も諺を長くする原因となっ  
ているものと思われる。  
（9）a．Onetaleisgooduntilanotherbetold．  
「甲の話は乙の話が語られないうちは立派である。」  
b．One handwashes anotherbutboththeface．  
「一方の手は他方の手を洗う，しかし両手は顔を洗う。」  
c．One man，s breathis anotherman，s death．  
「甲の生は乙の死である。」  
d．Oneman，smeatisanotherman，spoison．「甲の食物は乙の毒。」  
e．Onelawfbrtherich，andanotherforthepoor．  
「銭ある者は生き銭なき者は死す。」  
1．2．他の数詞との対比型   
非独立用法のoneが他の数詞と対比して用いられる場合，これらの数詞に  
はかなり明白な制約が見られる。すなわち，Oneは一桁の数字の場合にはone  
（5例），tWO（10例），three（3例），SeVen（3例）のみと共起し，二桁以上の数  
字ではten（4例），tWenty（1例），fifty（1例），hundred（6例）以外の数詞と  
用いられることはない。次に，Oneがoneと対比されるのは（10a，b）の2例で  
あるが，（10a）のat one doorはat a door，（10c）のfbr a womanはfbr two  
menという異形がそれぞれ用いられていること，および，（10c，d）では，aは  
one「一つの」という意味で用いられていると判断できることから，One－One  
という形式と同等とみなせる。（10e，f）のa houseとa bakingについても同  
様の解釈が可能である。ただし，（10g，h）のatrudgeとtheturnについては，  
one trudgeおよびone turnの可能性は低いと思われる。なお，（10h）のthe  
turnはservetheturn「役に立つ」の意の熟語の一部であることからしてもa  
turnやoneturnにはなりえない。  
（10）a．Onebeggarisenoughatonedoor．  
「一軒の戸口には乞食は一人いれば十分である。」  
b．Onedog，Onebu11．「一大一牛。＝‘fairplay’」  
c．Onetongueisenoughfbrawoman．「女には舌は一枚で十分である。」  
d．Onethingatatime．「一度には一事。」  
e．Onemasterinahouseisenough．  
「一軒の家に家長は一人いれば一卜分である。」  
f：Onesconeofabakingisenough．   
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「パン焼き一回で菓子パンー個できれば1一一分である。」  
g．OnethingsaidtwicedeserveSatrudge・  
「同じ串を二度言うのは退去命令に催する。」  
h．Onedishsh。uldservetheturn．「一Iluで済ませておくべきであるc，」   
次に，数詞の中でoneと対比される頻度の高いtwoが用いられている（11）  
のような諺について考察したい。該当する10例のうちの7例では，（11a，b）の  
ようにworthによって主部と述部が対比されている。他の3例中2例では，  
対比は（11c，d）のように比較表現を用いてなされている。なお，この対比はone  
とtwoという数詞だけではなく，（11b，C）ではbadとgoodという棚反する形  
容詞によって，（11e，f）ではheels－hands，Shrew－Sheepという頭湖によって  
強調されている。ちなみに，残る1例の（11g）では対比は数詞だけに依存して  
いる。  
（11）a．Onehourtodayisworthtwotomorrow  
「今日の一時間は明日の2時間に催する。」  
b．Onesuitofgoodapparelisworthtwoofbad・  
「よい衣服の一揃いは恋い衣服の二揃いに催する。」  
C．OnebadgeneralisbetterthantWOgOOdones・  
「三流の将軍－M▲人の方が一流の将軍二人よりよい（、」  
d．Onefbotis betterthantwocrutches．  
「二本の松葉杖よりも一本の足。」  
e．Onepairofheelsisworthtwopairofhands・  
「一対の踵は二村の手に値する。」  
£ Oneshrewisworthtwosheep．  
「がみがみ女房一人はおとなしい女房二人分のイ跡打ちがある（〕」  
g．Onejourneyandtwoerrands．「一回の旅で二つの川件をJ¶＝小ナる。」   
¶－－一・方，Oneが3から100までの数詞と共起する18例の場合，WOrthまたは比  
較表現によって主部と述部が対比されているのは11イ机こ過ぎない。この「いには  
（12a）のas～aSという等位形式が用いられているものと，thanではなくthe  
worseによって比較を表す（12b）の1例も含まれる。その他の例では，（12c－g）  
のように主語と目的語の関係が来されていて，Oneとtwoの例には全く見ら  
れなかったものである。  
（12）a．Onereasonisasgoodasfi氏y．  
「理由は岬－・つあれば五十あるのと同然である。」   
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b．Oneyearanurseandsevenyearstheworse．  
「－－－－－‥■年間乳母をすると七年間もっと悪い女になる。」  
C．OneEnglishmancanbeatthreeFrenchmen．  
「－m・人の英人は三人の仏人を打ち負かすことができる。」  
d．Onehour’scoldwi11spoilsevenyear’swarming．  
「1時間の寒冷で7年間の暖房がフィになる。」  
e．Oneyear’sseedingmakessevenyear，sweeding．「一年雑草の種  
が地に落ちるのを許すと七年除草しなければならなくなる。」  
flOnefbolmakesahundred．「一人の馬鹿は百人の馬鹿を作る。」  
g．Onepairofearsdrawsdryahundredtongues．  
トー人の耳は百人の舌をからからに干上がらせる。」   
One～，tWO～，three～，…のような列挙塑の諺は（13）の2例のみである。  
いずれも生活や商売の知恵として言い伝えられてきたもので，数詞が4または  
5以下であるのは諺が長くなることに対する配慮に起因するのであろう。なお．  
（13b）は馬を買うときの注意を記したものである。  
（13）a．One eggis none，tWO SOmeWhat，three enough，fbur be too  
much，fivegiveadeadlyblow「卵は－一つでは食べたことにはなら  
ない。二つならまあまあ，三つなら十分，四つは食べすぎ，五つは  
命取り。」  
b．One white fbot－buy him；tWO Whi七e fbetMtry him；three  
white fbetMlookwe11abouthim；fbur whitefeet－gO With－  
outhim．「白い足が－一本のは買え，二本のは試してみよ，三本のは  
前後左右をよく調べよ，四本のは買わずにおけ。」  
1．3．0neが数詞と対比されない型   
Oneからh11ndredまでの数詞が述部に用いられない諺は13例である。この  
うち最も多く用いられているのはall（5例），次いでa／thewhole（4例），many  
（2例），abasketfulofとa score of（1例）という順である。この型の場合，  
worthまたは比較表規を用いてoneと対比されるのは（14a，b）の2例と（14e，  
f）の2例のみであり，他の9例では（14c，d）のように影響関係が表されている。  
それゆえ，Oneと対比するには数詞が最も効果的であると考えられていること  
が分かる。  
（14）a．Onegoodlordshipisworthallhismanners・  
「領主の一番政は彼のすべての館に催する。」   
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b．Oneacreofpossessionisworthawholelandofpromise．  
「1エーカーの所有地は約束の土地全部に催する。」  
C．Onedropofpoisoninfbctsthewholetunofwine．  
「一滴の毒液はぶどう酒の大樽全部を有毒にする。」  
d．Oneliecallsfbrmany．「一つの嘘は多くの嘘を必要とする。」  
e．OnegralnOfsharppepperisbetterthanabasketfulofgourds．  
「ぴりっとする一粒の山椴は一籠のひょうたんにまさる。」  
flOnepositiveweighsmorethanascoreofnegatives．  
「一つの肯定は二十の否定よりも重要である。」  
1．4．否定文となっている諺の中の0ne   
非独立のoneで始まる諺が否定文である場合は11例生じるが，数詞がone  
と対比されているのは（15a，b）の2例のみである。その他の例では，数量に関  
わる語としては（15c）のmanyが一例用いられているだけで，残りの8例では  
（15d，e）のように数量とは無関係の名詞（句）が目的語や補語となっている。ち  
なみに，（15c）のoneは数詞ではなく，不定冠詞のaと交替可能な唯一の例で  
ある。この例を除くすべての例では，Oneは数として十分ではないことを表し  
ている。興味深いのは，頭韻が意図されていると思われる（15e）のような例が  
過半数の6回用いられていることである。もっとも，否定の諺に規則的なリズ  
ムは確認できない。  
（15）a．Oneasscannotcarrytwoproudmen．  
「ろば…一頭には高慢な人間二人は乗れない。」  
b．Onebushcannotharbourtworobinredbreasts．  
「一つの茂みは二羽のこまどりをかくまえない。」  
C．Onebutcherdoesnotfearmanysheep．  
「屠殺業者は相手の羊がたくさんいても恐れない。」  
d．Onefhirdayinwintermakesnotbirdsmerry．  
「冬一日だけ快晴でも，鳥どもは陽気にならない。」  
e．Oneswa1lowmakesnotsummer，  
「燕が一羽来たとて夏にはならない。」  
1．5．まとめ   
非独立用法のoneで始まる諺のほとんどの例において，Oneは「一つの，一  
人の」などの数詞として用いられている。このoneと対比されるのはanother  
と数詞であるが，この数詞には制約があり，One，tWO，threeなどの特定の数   
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詞以外は用いられない。一方，優勢な‘one－anOther一型に対応する‘one－the  
other’型は全く生じない。この理由は，anOtherは先行するoneの主要譜の  
代名詞と照応しうるのに対して，「その他の，後者の」を意味するtheother  
はあらかじめ母集団が明示されていなければならず，Oneで始まる諺では，長  
さに対する配慮などにより，この母集団を接示できないからであると思われる。  
諺の多くは一般に古くから人々に親しまれてきたが，リズムや頭韻という形式  
面での工夫は積極的になされているとは言いがたい。  
Ⅰ．独立用法の0neで始まる諺とその用法  
諺の冒頭に用いられた独立用法のoneは所有形のone，s（3例）を含め，52例  
が分析対象となる。非独立用法のoneのほとんどは限定用法の数詞であった  
が，これとは対照的に，独立用法のoneは大半が「人」を表す名詞または代  
名詞として用いられている。独立用法のoneを冒頭に用いた諺は16世紀中頃  
から17世紀中頃に集中しているが，これもTilleyの収集した諺に依拠してい  
るからであろう。15世紀以前のものはわずかに1例，20世紀では皆無であるが，  
全体として見た場合には，非独立用法のoneで始まる諺の場合とかなりよく  
似た分布を示す。一方，ギリシア語やラテン語の翻訳による諺は16世紀の4例  
と17世紀の初頭の2例のみで，以後は全く用いられていない。フランス語の諺  
を翻訳したものは18世紀と19世紀のそれぞれ1例のみである。  
2．1．（代）名詞用法のoneで始まる諺とその用法   
本稿で分析対象としたoneは諺の冒頭に位置するものに限られていること  
から，独立用法のoneは単独で主語として用いられる可能性が高くなること  
が予想される。事実，49例の大半は（16a）のように単独で主語となっていて，  
主語とはならない例は（16b）の代名詞用法のoneと（16c）の数詞の2例のみで  
ある。残る1例の（16e）のoneは代名詞であるが，この諺は文を形成していな  
い。  
（16）a．Onemayaswe11behangedfbrasheepasalamb．  
「親羊を盗んで死刑になるのは子羊を盗んで死刑になるのと同じに  
結構なことだ。」  
b．Oneofthesedaysisnoneofthesedays．  
「「近日」は「おととい」の謂。」  
c．Oneandnoneisallone．「一と零とは全く同じである。」   
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d．One，but（thatoneis）alion．  
「たったの一頭，しかし（その一成は）ライオンである。」  
e．Oneofthecourtbutnoneofthecounsel．  
「廷臣の一人だが顧問ではない。」   
次に，Oneの大半は（17a）のように「人」を表す。Oneが「人」以外の意味  
を表す場合は少なく，（17b）のような数字の「一」が3イ札（17c）のような「一  
つト止人，一風 一羽を含む）」が5例である。  
（17）a．Onehathmoreadotopreservethantoget．  
「獲得するよりも保持するために，人は大骨折する。」  
b・One，tWO，three，fburarejusthalfascore．  
「1，2，3，4は20のちょうど半分である。」  
C・Oneforthemouse，Onefbrthecrow，OnetOrOt，andonetogrow．  
「つは鼠の分，一つは鳥の分，－一つは腐る分で後の一血〟つが生える分。」   
Oneが「人」を表す場合，この人が「ある人，一人の人」を意味するのは  
●one－anOther’型を形成する例に限られる。ただし，非独立用法のoneの場  
合とは興なり，該当する例は（18）の3例に留まる。なお，これらの例において，  
oneと対比するanotherは二番目の節の主語となっている。  
（18）a．Onebeat，Sthebushandanothercatchesthebird．  
「甲が茂みを打ちあさり，乙が鳥を捕まえる。」  
b．Onedoesthe scathe andanotherhasthescorn．  
「甲が悪事を働き乙がさげすまれる。」  
C．Onesows，anOtherreaps．「甲が種を蒔き乙が収梅する。」   
Oneが「八一般」を表し，諺の主語となる場合，このoneは意味上aman  
と同義であるが，両者の交替形が知られているのは（19）の4例のみである．〕な  
お，Oneがamanと交替する理由の一つとして，頭韻の吋能性が考えられる。  
たとえば，（19b，C，d）のような例ではoneがmanと交替するとmanとmay  
が頭弧するように見える。しかし，助動詞mayは本来弱強勢であることから，  
仮にmayを敵律上の強者部に昇格させるとmanと強勢衝突（stresscrash）を  
起すことから，今度はmanの強勢を髄律上の弱音郎に降格させねばならなく  
なる。弱音部の成子音が頭韻に関与するのは一般にありえないことから，（19）  
の例において，Oneは頭蘭のためにmanと交替しているとはいえない。  
（19）a．One／Amancannotdrinkandwhistleatonce．  
「同時に飲んだり口笛を吹いたりはできない。」   
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b．One仏manmayassoonbreakhisneckashisfastthere．「人は  
あの家では食事にありつくよりも首の骨を折るほうが容易である。」  
C．One／Amanmaymoreeasilyfhllthanrise．  
「立ち上がるよりも倒れる方が容易である。」  
d．One／Amanmayseedayatalittlehole．  
「人は小さな穴からでも昼の光を見ることができる。」   
主語のoneがyouと対比させられている（20a，b）の2例では，Oneは意味上  
weまたはⅠと交替が可能である。ただし，これらのone／we／Ⅰで言い換えると，  
諺は一般の文と変らなくなる。交替形が避けられているのはこのような理由に  
基づくものと思われる。  
（20）a．Oneknowsnot，Wheretohaveyou．  
「われわれはどこで君を捕まえたらよいか分からない。」  
b．Onemayknowyourmeaningbyyourgaping．  
「君が口を開けば君の言いたいことは相手に分かる。」   
主語のoneを代名詞で受ける場合，（21a，b）のようなone（またはone，s）か，  
（21c，d）のようなhe（またはhis）のいずれかであるが，いずれの場合も6例ず  
つ生じていて，選択の基準は明確ではない。なお，類似の交替例は3．7．のman  
にも生じる。  
（21）a．Onecangoalongwayafteroneisweary．  
「人は疲れてから，さらに長距離を行くことができる。」  
b．Onehasalwaysstrengthenoughtobearthemisfbrtuneofone’s  
録i．ends．「人は常に友人の不幸に耐えるに十分な力を持っている。」  
c．Oneis notboundto see morethanhe can．  
「人には見る能力以上のものを見る義務はない。」  
d．Onemayknowbyhisnosewhatpottageheloves．  
「鼻を見ればその人がどんなスープが好きなのかが分かる。」  
2．2．限定用法のoneで始まる諺とその用法   
独立用法のoneの限定的形式であるone，sは（22）の3例に用いられている。  
例が少数であることから一一般化はできないが，このうちの2例（＝22a，C）では  
one，sはhisではなく，One，sで受けられていて，Oneの場合と同じ特徴を示す。  
…一方，（22c）ではfbulsと且ngersは頭韻が意図されている可能性がある。  
（22）a．One’sheartisin／goesinto／sinksintoone’sboots．  
「心臓が靴の中にある。→落胆する，などの意。」   
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b．One’sownfirenlearthispleasant．  
「自分の家の（いろりの）火は楽しい。」  
C．One’sownworkfbulsnotone’sfingers．  
「自分自身の仕事では指は汚れない。」  
まとめ   
独立用法のoneと非独立用法のoneで始まる諺はいずれも大半が16世紀中  
頃から17世紀中頃に作られたものである点は共通しているが，前者が後者と大  
きく異なる点が二つある。すなわち，前者では，Oneの大半が数詞ではなく「人」  
を表す名詞または代名詞として用いられていること，および，anOtherと対比  
される例と数詞として用いられる例がごく少数であることである。なお，前者  
のoneはamanと交替可能な場合があり，また，このoneはheで受ける場  
合とoneで受ける場合に分かれる。いずれの根拠も明確ではない。  
Ⅲ．Manで始まる諺とその用法  
前節で確認したとおり，独立用法のoneで始まる諺のうち，4例のoneは  
amanと交替が可能であった。それならば，amanで始まる諺のamanはone  
と交替しうるのであろうか。Amanのみならず，menやmanで始まる諺の  
場合ではどうなるのか，aman，s，men，s，man，sという非独立用法の形式も  
用いられているのか，そのような例には制約が課されているのか，などの疑問  
が出てくる。したがって，以下の節ではこれらの疑問点について考察したい。  
ちなみに，これらの形式を頻度数の順に列挙すると，aman（82例），men（24  
例），man（11例），theman（2例），themen（1例）となる。ちなみに，aman  
で始まる諺はoneの場合と同様，大半が16世紀中頃から17世紀中頃に由来し，  
中でも17世紀初東の例は全体の3分の1強の31例に達する。外国語起源の諺は  
比較的少なく，ラテン語は7例，フランス語は1例のみである。  
3．1．Amanで始まる諺とその用法   
Amanで始まる諺には興味深い特徴がいくつか認められる。第一に，aman  
はたいていの場合（＝82例中78例），「人」を表し，he瓜is瓜imという人称代名  
詞と照応していても，amanは（23a，b，C）のように「男」を意味することはな  
い。ちなみに，amanが「男」を表すのは，WOmanまたはwifbと対比され  
る（23d，e）を含む4例に限られる。  
（23）a．Amancandonomorethanhecan．   
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「人は能力以上のことはできない。」  
b．Amanfhrfromhisgoodisnighhisharm．  
「福利から遠い者は災害に近い。」  
c．Amanmaysoonseewhatisinhim．  
「人はじきに自分の資質（能力）を知るであろう。」  
d．Amanisasoldashefbels，andawomanasoldasshelooks．  
「男の年は気持通り，女の年は顔つき通り。」  
e．Amanmaywoowherehewill，butwedwherehiswifbis．  
「男は好きな場所で求婚できるが結婚の場所は妾のいる所でなけれ  
ばならない。」   
次に，a manがoneと交替するのは（24a，b）の2例にすぎず，むしろ，men  
と交替する（24c，d）のような場合（4例）の方が多い。さらに，（24e，f，g，h）のⅠ，  
everyman，yOu，they（we）のように，他の代名詞や名詞句と交替することも  
ある。  
（24）a．AmanJOnecannotbeintwoplacesatonce．  
「人は同時に二箇所にはいられない。」  
b．Aman／Onemaycomesoonenoughtoanillbargain．  
「人は高い買い物をしがちである。」  
C．Amanisknownbythe companyhekeeps．／Men are knownby  
thecompanytheykeep．「人は交わる友達によって知られる。」  
d．Amanmaybearuntilhisbackbreak．／Menmaybeartilltheir  
backsbreak．「人は背中が折れるまで我慢することがある。」  
e．Amanncannotsplnandreelatthesametime．  
「人は同時に紡いだり巻き取ったりすることはできない。」  
£ AmanJEverymanisaman．「人間は人間である。」  
g．A man／Ybu maylead a horse to（the）water but（he）cannot  
make him drink（unless he will），「人は馬を水際へ連れて行くこ  
とはできるが馬にその気がなければ水を飲ませることはできない。」  
h．AmanPrhey傭neednotlookinyourmouthtoknowhow old  
youare．「人は君が何歳かを知るために君の口を覗き込む必要はない。」   
三番目に，amanで始まる諺は，独立用法のoneで始まる諺と同様に，人  
の行為や状態を表す例が大半を占め，対比や替えを表す（25c，d）のような例は  
少ない。この点において，非独立用法のoneで始まる諺とはかなり異なる。   
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（25）a．Amanmaybuygoldtoodearl  
「人は高すぎる値で金を買うことがある。」  
b．Amanassaulted／surprisedishalftaken．  
「不意打ちされた者は半ば捕らえられたのに等しい。」  
C．Aman aloneis eitherasaintoradevi1．  
「独りでいる人は聖人か悪魔である。」  
d．Amanofstrawisworthawomanofgold．  
「わらの男でも金の女の値打ちがある。」  
3．2．Aman，sで始まる諺とその用法   
Amanの限定用法であるaman，sは12回生じる。この形式は（26a）では例外  
的にan Englishman，sと交替するが，One，sと交替する例は全くない。なお，  
aman，sのamanは（26b，C）のように常にhenlis／himと照応する。  
（26）a．Aman，s／AnEnglishman，shouseishiscastle．「人の家は城である。」  
b，Aman’scountrylSWherehedoeswell．  
「人が鰊事幸せに暮らせる所がその人の祖国である。」  
C．Aman，sdiscontentishisworstevil．「不満は最大の災害である。」  
3．3．Themanで始まる諺とその用法   
Manが不定冠詞ではなく定冠詞を伴うthe manは2例にすぎない。このう  
ち，（27a）のthe manはa manと交替しているが，a manで始まる諺の中で  
a manがthe manと交替する例は全くないことから，the man～の方が標準  
的であると考えられる。一方，（27b）の諺には，下線部の3箇所において異な  
る異形（The holy manOfGoq望主生垣better竺主些his bows and arrows  
abouthim．）が知られているが，「聖者，聖職者」は一般にaman ofGodであ  
ることから，この例はamanofGod～と交替が可能であろう。  
（27）a．The仏manhasnomoregoodsthanhegetsgoodo£  
「人の持つ財産の額とはその人が利用できる財産の額である。」  
b．ThemanofGodisbetterfbrhavinghisbowsandarrowsabou七  
him．「聖職者も弓矢を携えていればいっそうよろしい。」  
3．4．Menで始まる諺とその用法   
Menで始まる諺では，menは一般に（28a）のように「人間，人（一般）」を  
表すが，（28b，C）のようにwomenと対比される場合に限り，「男または夫」を  
表す。（28d）の場合，menはwomenと交替可能であるが，WOmenとは対比  
されていないので，「男または夫」ではなく「人間，人（一般）」であろう。い   
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ずれにせよ，menは（28d，e，f，g）のように常にthey／their／themと照応し，men  
で受けることはない。この点において一部のoneや後述のmanとは異なる。  
一方， menは（28e，f）ではeverymanやeveryoneと交替しているが，これ  
らもoneやamanには認められなかった特徴である。ちなみに，menは（28g）  
のようにweやamanとも交替しうる。  
（28）a．MenarebestlovedfurthestofE：  
「人は山仙一番遠く離れているとき一番愛される。」  
b．Mengetwealthandwomenkeepit・  
「夫は富を手に入れ妾はそれを蓄える。」  
c．Menmakehouses，WOmenmakehomes．  
「夫は家を作り妻は家庭を作る。」  
d．MenJWomenmayblushtohearwhattheywerenotashamedto  
act．「人は自分では臆面もなくやらかすくせに他人がしたと聞くと  
赤面する。」  
e．Men are blindin their own cause．／Every manis blindin his  
owncau＄e．「人は自分自身の（利益）のためには盲目になる。」  
£ Menknow where they were born，（but）not where they shal1  
die．侶veryoneknowswhereheis，butnotwhereheshalldie・  
「人は生まれた場所は知っているが死ぬ場所は知らない。」  
g．MeIJWemustdoasthe〆wemay，nOtaSthey／wewould・仏man  
mustdoashecan，Whenhecannotashewould．「人は能力に従  
って事をなすべきで欲望に従ってしてはならない。」  
3．5．Themenで始まる諺とその用法   
諺の冒頭のmenが定冠詞を伴う例は（29）のみである。この場合，menはIe－  
manや1ier－byと対比されていることから，「男」を表し，Tividaleという固  
有名詞に限定されることから定冠詞を伴うものと思われる。  
（29）ThemenofTividalehavelikers，1emans，andlier－bys．  
「ティヴイデイルの男たちには好いてくれる女と情婦と妾とがある。」  
3．6．Men，sで始まる諺とその用法   
Menの限定形式であるmen，sは（30）の1例のみであり，代名詞のtheyが  
menと照応している。  
（30）a．Men’s years and their faults are always more thanthey are  
willingtoown．「人の年齢と欠点は必ず本人が認めることを肯んじ   
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る数よりも多い。」  
3．7．Manで始まる諺とその用法   
Manで始まる11例の諺は興味深い特徴を示す。すなわち，第・一に，大半の  
9例において，manは（31a，b）のように「人間」を表し，対比されるのはGod  
またはagodのみである。第二に，主語のmanと照応してheで受けるのは  
（31a）のみであり，他はすべて（31b，C，d，e）のように，manまたはthe manで  
あり，この点においてamanやmenと大きく異なる。第三に，manはone  
やamanとは異なり，（31f，g）のように「男」を表すことができる 。ただし，  
この場合，WOmanと共起することが前提であると思われる。第四に，manで  
始まる諺は半数以上の6例（＝31b，d，e，fなど）がギリシア語またはラテン語に  
由来し，外来語起源の諺が全体として少数であることを考えると，この高い比  
率は際立っている。  
（31）a．MandoeswhathecanandGodwhathewill．  
「人間は自分に可能なことをする，神は欲することをする。」  
b．Manisagodtoman．「人間は人間にとって神である。」  
C．Manhonourstheplace，nOttheplacetheman．「人間が地位の名  
誉を高めはするが地位が人間の名誉を高めはしない。」  
d．Manisawolftoman．「人間は人間にとって狼である。」  
e．Maniseitheragodorawolftoman．  
「人間は人間にとって神かまたは狼である。」  
flManisthehead，butwomanturnsit．  
「男は頭であるが女はその向きを変える。」  
g・Man7WOman，anddevil，arethethreedegreesofcomparison・  
「男，女，悪魔は比較の三級である。」  
3．乱 Man，sで始まる諺とその用法   
Manの限定用法形のman，sは（32）の1例のみであるが，「神」と対比され  
ていることから，manは「男」ではなく「人間」を表すことが分かる。これ  
は3．7．のmanの場合と同様である。  
（32）Man’sextremityisGod’sopportunity．「人間の窮境は神の機会である。」  
3．9．まとめ   
Amanとmenは「人」を表す点において基本的に異なることはないが，後  
者はoneと交替しない点において前者とは異なる。一方，manはwomanと  
対比されない限り「人間」を表し，「神」と対・比されるものとして捉えられて   
藤 原 保 明  
Ⅳ．全体のまとめ  
諺の冒頭に位置するoneは用法によって意味が全く異なり，非独立の限定  
用法では数詞の「1」が基本であるが，独立用法では・一般に「人」を表す。独  
立用法のoneはamanと交替する例がいくつかある。Manで始まる諺の場合，  
不定冠詞aを伴う例が最も多く，aWOmanと対比されない限り，「男」を意  
味することはない。定冠詞theを伴うmanとmenは合計3例にすぎず，一  
般化は不可能である。一方，冠詞を伴わないmanとmenの場合，WOmanや  
wifbなどの「女」を表す語と対比されない限り，「男」は表さない。Menは一  
般に「人」であるが，manは「神」と対比される「人間」が基本にある。One  
やmanに限らず，16世紀と17世紀に成立した諺が圧倒的に多い背景には，  
Tilleyの貢献がある。いずれの諺においても，韻律上の特徴は顕著とは言えな  
いロ  
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